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税
金
・
保
険
・
年
金

11
月
・
12
月
は
市
税
徴
収
強
化

月
間
で
す

問
納
税
課

☎  

内
線
２
３
１
５・２
３
１
８

　

市
で
は
、11
月
と
12
月
を「
市
税

徴
収
強
化
月
間
」と
し
、滞
納
者
に

対
し
て
沖
縄
県
と
共
に
市
税
の
徴

収
を
強
化
し
て
い
ま
す
。　

　

市
税
は
住
み
良
い
浦
添
市
を
つ

く
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。市

税
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
、ご
確
認

く
だ
さ
い
。

■
市
税
を
滞
納
す
る
と
…

①
延
滞
金・
督
促
状

　

法
律
の
定
め
に
よ
り
延
滞
金
の

加
算
や
、督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

督
促
状
送
付
以
降
は
督
促
手
数
料

１
０
０
円
と
延
滞
金
を
本
税
と
合

わ
せ
て
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。

②
納
付
の
呼
び
か
け

う
っ
か
り
忘
れ
や
、何
ら
か
の
事

情
に
よ
り
納
付
で
き
な
か
っ
た
場
合

を
考
慮
し
、文
書
・
電
話
な
ど
に
よ
る

自
主
納
付
の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
す
。

③
滞
納
処
分
の
実
施

　

納
税
の
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ

ら
ず
、相
談
・
納
付
が
な
い
場
合
は
、

地
方
税
法
・
国
税
徴
収
法
の
規
定
に

よ
り
、や
む
を
得
ず
滞
納
処
分
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
財
産
調
査

　

金
融
機
関
・
勤
務
先
・
取
引
先
な

ど
に
対
し
て
、照
会
・
調
査
を
実
施

し
ま
す
。

●
差
押
え

　

土
地
、建
物
、預
貯
金
、給
与
、生

命
保
険
、自
動
車
、動
産
な
ど
の
差

押
え
を
実
施
し
ま
す
。

※
差
押
え
に
伴
い
、自
動
車
の
ミ

ラ
ー
ズ
ロ
ッ
ク（
タ
イ
ヤ
ロ
ッ
ク
）

を
実
施
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
換
価・
充
当

　

差
押
え
財
産
の
公
売
、差
押
え
た

債
権
の
現
金
化
を
行
い
、滞
納
税
へ

充
当
し
ま
す
。滞
納
処
分
は
、滞
納

税
が
な
く
な
る
ま
で
行
わ
れ
ま
す
。

■
市
税
の
納
付
に
は
便
利
な
口
座

振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

一
度
手
続
き
す
る
と
、毎
年
自
動

的
に
口
座
か
ら
引
き
落
と
し
さ
れ

ま
す
。（
口
座
解
約
な
ど
を
除
く
）

■
事
情
が
あ
る
場
合
は
相
談
を

　

病
気
や
災
害
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
等
、や
む
を
得

な
い
事
情
に
よ
り
期
限
内
の
納
付

が
困
難
な
場
合
は
、納
税
の
猶
予
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。早

め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

納
税
通
知
書
等
封
筒
の
広
告
主

募
集

問
市
民
税
課

☎  

内
線
２
２
１
１

①
広
告
掲
載
場
所

　

令
和
３
年
度
に
発
送
の
浦
添
市

納
税
通
知
書（
市
県
民
税
・
軽
自
動

車
税
種
別
割
・
固
定
資
産
税
・
国
民

健
康
保
険
税
）封
筒
裏
面
約
12
万
９

千
通（
縦
６
㎝
×
横
８
㎝
）

②
広
告
料
の
最
低
募
集
価
格

　

９
万
３
０
０
円（
税
別
）

③
募
集
方
法

　
「
申
込
書
」「
広
告
原
稿
」等
の
提

出
を
求
め
ま
す
。

④
募
集
期
間

11
月
２
日（
月
）～
20
日（
金
）
午

後
５
時
ま
で（
必
着
）

ね
ん
き
ん
月
間
及
び
ね
ん
き
ん

ネ
ッ
ト

問
市
民
課
国
民
年
金
係

☎  

内
線
３
１
１
１
〜
３
１
１
６

■
11
月
は「
ね
ん
き
ん
月
間
」

　

厚
生
労
働
省
と
日
本
年
金
機
構
は

毎
年
11
月
を「
ね
ん
き
ん
月
間
」、11

月
30
日
を「
年
金
の
日
」と
し
て
い
ま

す
。こ
の
機
会
に
、将
来
の
生
活
設
計

な
ど
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」の
利
用

　

ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
は
、パ
ソ
コ
ン

▲納税通知書
等封筒の広告
主募集

納税通知書等封筒裏面

国民健康保険一人当たり

医療費がでーじなと～ん！

■問い合わせ
　国民健康保険課 給付係
　（内線３７１５・３７１６）

　国民健康保険の被保険者数は年々減少傾向にありますが、被保
険者一人当たりの医療費は年々増加傾向にあります。令和元年度
の一人当たり医療費は３５万４３８２円となっており、平成27年度と
比較すると、５万５９２４円も増加しています。

　主な生活習慣病を年代別にみると、25歳頃から高血圧症、糖尿病、脂質異常症が増え始め、45歳以降に心筋梗塞
や狭心症などの虚血性心疾患、脳出血、透析など、生活習慣病の重症化による病気の費用が増加しています。
　生活習慣病は予防できます。快適な毎日を過ごすためにも、特定健診を受けて今の健康状態を知り、食生活の見
直しや適度な運動を心掛けて、健康長寿を目指しましょう。

▼国保1人当たり医療費（療養の給付+療養費等）※浦添市決算カードから ▼令和元年度 5歳毎主たる生活習慣病 ※国保データベースシステム
　（KDB）から
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費用額
被保険者数

年
間
平
均
被
保
険
者
数
（
人
）

1
人
当
た
り
費
用
額（
円
）

160,000

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,000

0
70
-74
歳

65
-69
歳

60
-64
歳

55
-59
歳

50
-54
歳

45
-49
歳

40
-44
歳

35
-39
歳

30
-34
歳

25
-29
歳

20
-24
歳

15
-19
歳

10
-14
歳

5
-9
歳

0
-4
歳

年
代

総
費
用
額
（
千
円
）

高血圧症
糖尿病（網膜症含む）
脂質異常症
虚血性心疾患
脳血管疾患
慢性腎不全（透析あり）

く
な
っ
た
日
か
ら
起
算
し
て
４
日

目
以
降
就
労
が
で
き
な
い
期
間

支
給
額
（
直
近
の
継
続
し
た
３
か

月
間
の
給
与
収
入
の
合
計
額
÷
就
労

日
数
）×
⅔
  ×
日
数（
就
労
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
―
３
日

間
）

適
用
期
間

令
和
２
年
１
月
１
日

か
ら
12
月
31
日
の
間
で
療
養
の
た

め
、労
務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
期
間
。た
だ
し
、入
院
が
継
続
す
る

場
合
等
は
最
長
１
年
６
か
月
ま
で
。

暮
ら
し
・
環
境
・
福
祉

浄
化
槽
の
維
持
管
理

問
環
境
保
全
課

☎  

内
線
3
2
1
2

　

浄
化
槽
と
は
、家
庭
か
ら
出
る
汚

水
を
キ
レ
イ
な
水
に
変
え
る
装
置

で
す
。水
洗
ト
イ
レ
で
下
水
道
に
接

続
し
て
い
な
い
家（
接
続
し
て
い
る

場
合
は
下
水
道
料
金
が
発
生
し
ま

す
）は
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、維
持
管
理
を
怠
る
と
浄
化

槽
の
機
能
が
低
下
し
て
臭
い
が
出

た
り
、最
悪
の
場
合
あ
ふ
れ
て
し
ま

い
ま
す
。そ
の
た
め
、

●
年
に
一
回
以
上
は
汲
み
取
り
を

●
年
に
一
回
は
法
定
検
査
を

必
ず
次
の
業
者
に
さ
せ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。付
近
住
民
の
迷
惑
に
な

ら
な
い
た
め
に
も
、浄
化
槽
の
維
持

管
理
を
き
ち
ん
と
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

◇
法
定
検
査
機
関

（
社
）沖
縄
県
環
境
整
備
協
会

☎

（
８
３
５
）８
８
３
３

比
べ
て
30
％
以
上
50
％
未
満
減
少

し
て
い
る
人
は
２
分
の
１
、
50
％

以
上
減
少
し
て
い
る
人
は
全
額
免

除
。

手
続
き
の
流
れ

①
税
理
士
、公
認
会
計
士
、弁
護
士

等
の
認
定
経
営
革
新
等
支
援
機
関

に
申
告
書
お
よ
び
必
要
書
類
を
提

出
し
確
認
を
受
け
る
。

②
確
認
を
受
け
た
申
告
書
お
よ
び

必
要
書
類
を
浦
添
市
へ
提
出
す
る
。

※
申
告
書
様
式
お
よ
び
詳
細
に
つ

い
て
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

中
小
企
業
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

令
和
３
年
１
月
４
日

（
月
）～
２
月
１
日（
月
）※
期
限
遵
守

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
係
る
国
民
健
康
保
険
傷
病
手

当
金
の
支
給

問
国
民
健
康
保
険
課
給
付
係

☎  

内
線
３
７
１
３

　

適
用
期
間
を
9
月
30
日（
水
）か

ら
12
月
31
日（
木
）に
延
長
し
ま
し

た
。

支
援
対
象
者

①
浦
添
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人

②
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
感
染
し
た
場
合
ま
た
は
発
熱
等

の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
た

場
合
に
、仕
事
が
で
き
な
か
っ
た
人

（
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

に
限
る
）

③
仕
事
が
で
き
な
い
期
間
に
対
す

る
給
与
の
支
払
い
を
受
け
ら
れ
な

い
人

支
援
対
象
期
間　
就
労
が
で
き
な

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
ご
自
身

の
年
金
の
情
報
を
手
軽
に
確
認
で

き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。ご
利
用
に
は
、

日
本
年
金
機
構
で
の
利
用
登
録
が

必
要
で
す
。

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」で
で
き
る
こ
と

①
ご
自
身
の
年
金
記
録
の
確
認

②
将
来
の
年
金
見
込
額
の
試
算

③
電
子
版「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」の

閲
覧

④
日
本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ

る
各
種
通
知
書
の
確
認
や
再
交
付

申
請
な
ど

　

ご
自
宅
等
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

の
ご
利
用
が
で
き
な
い
人
で
、年
金

加
入
状
況
や
納
付
状
況
等
の
年
金

記
録
の
交
付
を
ご
希
望
の
場
合
は
、

市
役
所
窓
口
や
浦
添
年
金
事
務
所

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

浦
添
年
金
事
務
所
　
☎（
８
７
７
）

０
３
４
３
※
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
の

後
に
②
→
②
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

中
小
事
業
者
等
が
所
有
す
る
償

却
資
産
お
よ
び
事
業
用
家
屋
に

係
る
令
和
３
年
度
固
定
資
産
税

の
軽
減
措
置

問
資
産
税
課

☎  （
8
7
6
）1
2
7
8

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
の
措
置
に
起
因
し

て
、厳
し
い
経
営
状
況
に
直
面
し

て
い
る
中
小
事
業
者
等
に
対
し
て
、

令
和
３
年
度
課
税
の
１
年
分
に
限

り
、償
却
資
産
と
事
業
用
家
屋
に
係

る
固
定
資
産
税
を
軽
減
し
ま
す
。

減
免
率

令
和
２
年
２
月
か
ら
10
月

ま
で
の
任
意
の
連
続
す
る
３
か
月
間

の
事
業
収
入
が
前
年
の
同
期
間
と

◇
汲
み
取
り
業
者
・
許
可
業
者

（
株
）イ
チ
ゴ
☎（
８
７
５
）０
８
０
１

山
川
☎
０
９
０（
３
３
２
８
）９
７

３
８

◇
し
尿
・
浄
化
槽
に
つ
い
て
の
相
談

浦
添
市
環
境
保
全
課

☎（
８
７
６
）

１
２
３
４（
内
線
３
２
１
１
）

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
補
助
金

問
環
境
保
全
課

☎  

内
線
3
2
1
2

市
内
で
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い

る
家
庭
の
一
部
が
未
だ
単
独
処
理
浄

化
槽
等
で
あ
り
、ト
イ
レ
の
汚
水
の

み
処
理
し
て
い
ま
す
。合
併
処
理
浄

化
槽
の
場
合
、ト
イ
レ
の
汚
水
と
一

緒
に
風
呂
場
や
台
所
な
ど
の
生
活
雑

排
水
も
処
理
で
き
、水
質
汚
濁
防
止

対
策
と
し
て
と
て
も
有
効
で
す
。

　

市
で
は
、合
併
処
理
浄
化
槽
の
普

及
を
図
る
た
め
に
、設
置
費
用
に
対

す
る
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

既
設
の
単
独
処
理
浄
化
槽
等
を
撤

去
し
て
新
た
に
合
併
処
理
浄
化
槽

の
設
置
を
考
え
て
い
る
人
は
、事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。（
工
事
着
工

後
の
申
請
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ

ん
）

対
象
地
域

下
水
道
の
整
備
が
7

年
以
上
見
込
ま
れ
な
い
区
域
お
よ

び
相
当
の
期
間
を
要
す
る
区
域

対
象
施
設

５
人
槽
以
下
の
合
併

処
理
浄
化
槽
※
詳
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

水
道
料
金
の
免
除

問
上
下
水
道
部
営
業
課

☎  （
８
７
７
）８
４
６
０・８
４
７
６

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
う
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、上
水
道
の
基
本
料
金
を

２
か
月
間
免
除
し
ま
す
。

対
象
者　
浦
添
市
と
給
水
契
約
を

締
結
し
て
い
る
す
べ
て
の
水
道
使

用
者
。申
請
は
不
要
で
す
。

※
臨
時
用
お
よ
び
船
舶
用
は
対
象

外
で
す
。

対
象
期
間

11
月
検
針（
12
月
請
求

分
）、12
月
検
針（
１
月
請
求
分
）の

上
水
道
の
基
本
料
金
を
全
額
免
除

し
ま
す
。基
本
水
量
を
超
え
て
使
用

さ
れ
る
料
金
に
つ
い
て
は
ご
請
求

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。な
お
、1

月
検
針
分
か
ら
は
通
常
料
金
に
戻

り
ま
す
。

※
下
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
減

免
対
象
外
で
す
。

保
護
司
の
募
集

問
中
部
南
保
護
区
保
護
司
会

☎　（
8
7
9
）6
0
1
7

　

中
部
南
保
護
区
保
護
司
会
で
は
、

仲
西
中
学
校
区
と
神
森
中
学
校
区

で
保
護
司
に
な
っ
て
い
た
だ
け
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。保
護
司
は
、

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
活
動

し
、過
ち
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

を
手
伝
う
た
め
面
談
や
就
学
・
就
労

支
援
等
を
し
て
い
ま
す
。ま
た
、
犯

罪
や
非
行
の
予
防
の
た
め
に「
社
会

を
明
る
く
す
る
運
動
」
を
実
施
す

る
な
ど
幅
広
い
活
動
を
し
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
活
動
は
、
社
会
に

お
い
て
犯
罪
・
非
行
の
予
防
や
立
ち

直
り
を
支
え
る
力
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

　

保
護
司
の
活
動
に
興
味
が
あ
る

人
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。




